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（有限会社　　アリタサービス）

　　　私達はかけがえのないこの素晴らしい地球環境を守り

　　次の世代へ引き継いでゆくことを重要な責務である事を

　　認識し、法を遵守し企業活動の発展と環境保全を両立

　　させ、社会とともに成長・発展してゆく事を目指す。

　　以下に行動指針を定め全員に周知し計画的・継続的に

　　活動を展開します。

　　・二酸化炭素の排出量削減。

　　・廃棄物の削減の提案を行う。

    （排出者へのコミニュケーションを活発に行い廃棄物削減に向けて共に努力する。）

　　・使用水量（排出水量）の節水に努める。

　　・従業員の環境方針理解と、環境に関する意識向上をはかる。

　　・環境方針は地域の方々をはじめ広く開示します。

　　・環境の法規制、地方自治体の条例及びその他の要求事項を遵守する。

環 境 経 営 方 針

有限会社　アリタサービス

     代表取締役　有田　康宏

平成17年9月16日制定

平成27年5月15日改訂

令和 2年8月21日改訂

（基本理念）

（行動指針）
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（有限会社　　アリタサービス）

１．組織の概要

１－１　事業所名・代表者名及び設立年月日等

　　　・事業所名　　　　 ：　有限会社　アリタサービス

　　　・代表者名　　　　 ：有田　康宏

　　　・法人設立年月　 ：平成１３年９月

　　　・資本金　　　　　　：１，０００万円

１－２　所在地

本社　　　　　　　　　〒８０７－０８１３　福岡県北九州市八幡西区夕原町７番３号

破砕処理工場　　　　　〒８０６－００４１　福岡県北九州市八幡西区皇后崎町１５番８号

食品リサイクル工場　　〒８３４－００５５　福岡県八女市鵜池413-1

１－３　環境管理責任者及び担当者連絡先

・環境管理責任者　：　有田　康宏

・担当者　　　　　：　有田　静香

・連絡先

０９３－６４１－０３６８

０９３－６４１－０３７８

arita_ｓ_3838@arita-s.com

１－４　事業内容

・一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬業、産業廃棄物処理業に関わる事業活動

１－５　事業の規模・売上高

年度（当年１０月～翌年９月）

１－６　認証・登録範囲

・全組織・全活動・全従業員

処理量 1,202 1,447 2,229 ｔ

電 話 ：

Ｆ A X ：

Ｅｍａｉｌ ：

令和3年度 単位

床面積 282

23 28従業員

令和２年度

42,843売上高

内　容
年　度

万円

令和４年度

73,44259,756

人

㎡

32

1,667282
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（有限会社　　アリタサービス）

１－７　組織図

２．優良産廃処理事業者認定制度・情報公表項目

２－１　施設等の状況

①運搬車両の種類と台数

②積替保管施設・・・積替保管施設はない。

③破砕処理施設

・破砕　4.8ｔ/日（８時間）　・圧縮　16.9ｔ/日（８時間）

④食品リサイクル施設

・乾燥　8.1ｔ/日（８時間）

ウィング車 大型

1台

トレーラー １台大型

パッカー車 5.5ｔ 5台

アームロール車

ウィング車

パッカー車

４ｔ 1台

種　　類 仕様

４ｔ

6台

大型

軽ダンプ ―

台　数

３台

2台

代表取締役

事務局

8名

収集運搬員

1２名

環境管理責任者

破砕処理作業員

2名

食品リサイクル工場

１０名
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（有限会社　　アリタサービス）

２－２　受託した廃棄物の運搬量

単位

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

２－３　廃棄物の処理料金　（例）

※その他の料金につきましては、廃棄物の内容及び運搬先により料金が

　異なりますので、お問い合わせ下さい。

642

10,823

1.5

13,140

一般廃棄物
Ａ類

１㎏ １０円
北九州市

ゴミ焼却場

種　類 単　位 料金 処分先

2,229

再資源化等 1069.0

1,202 1,447

うち再資源化等

838.9

203.9

766.6

令和４年度

収集運搬
一般廃棄物 1,569 1,732 1,792

産業廃棄物 5,987 9,091 11,348

処理方法等 廃棄物等種類 令和２年度 令和３年度

中間処理量

7.3中間処理後
の産業廃棄

物

最終処分（委託）

収集運搬量合計 7,556
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（有限会社　アリタサービス）

２－４　事業活動フロー

（資源の投入） （資源の投入）

（破砕処理工場）

（食品リサイクル工場）

処理・処分業 リサイクル業者

アリタサービスの業範囲

廃棄物保管

二酸化炭素排出 廃水の排出

選　別

ごみの排出

投入
電力の投入

収集車の燃料
洗車の水投入

排出者 収集運搬業

事業者の廃棄物排出

紙の
投入

事務作業

リサイクル 資源化

収集・運搬

二酸化炭素排出 廃水の排出

管理型
埋立て

焼　却

乾燥
振るい
分け

破砕
圧縮
梱包

保管
出荷

電力・燃料
の投入

リフト燃料
の投入

清掃の
水投入
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（有限会社　アリタサービス）

２－５　許可の内容（事業の範囲）

有 無

積替保管なし

許可の条件なし

積替保管なし

許可の条件なし

積替保管なし

許可の条件なし

積替保管なし

許可の条件なし

積替保管なし

許可の条件なし

積替保管なし

許可の条件なし

積替保管なし

許可の条件なし

積替保管なし

許可の条件なし

有 無

積替保管なし

許可の条件なし

16.9ｔ/日（8時間）

乾燥 8.1ｔ/日（8時間）

● ● ● ● ●

●●

令和8年　6月28日
● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●

● ● ● ●
令和8年　4月27日

鹿児島県 ●
令和3年　6月29日

第０４６０３０７４９４３ ●

● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●宮崎県 ●
令和3年　4月28日

第０４５０９０７４９４３ ● ●

● ● ● ● ●
令和7年12月13日

● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●

● ● ● ●
令和9年　8月16日

広島県 ●
令和2年12月14日

第０３４０００７４９４３ ●

● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●佐賀県 ●
令和2年　8月17日

第０４１０１０７４９４３ ● ●

● ● ● ● ● ●● ● ● ●● ● ● ●● ●大分県 ●
令和8年　7月　7日

第０４４０８０７４９４３

● ●●
令和1年11月　８日

令和8年11月　７日

山口県

●

木
く
ず

福岡県 ● 第０４００００７４９４３ ● ●

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

ダ
ス
ト
類
（

ば
い
じ
ん
）

都道府県及び政
令都市

積替
保管 許可の年月日

及び有効年月日
許可番号

家
畜
の
ふ
ん
尿

１
３
号
廃
棄
物

紙
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
及
び
陶
磁
器
く
ず

が
れ
き
類

その他
家
畜
の
死
体

産業廃棄物収集運搬業 許可項目（事業の範囲）
廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

動
物
系
固
形
不
要
物

積替保管施設の
所在地及び面積

許可の条件

● ●

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

● ●●●

熊本県 ● 第０４３０５０７４９４３ ● ● ●
令和2年12月　4日

● ●●●

●

● ●

● ●●

●
令和9年12月　3日

● ● ● ●● ●● ●

その他

都道府県及び政
令都市

積替
保管 許可の年月日

及び有効年月日
許可番号

Ａ
類
（

ふ
ん
尿
を
除
く
一
般

廃
棄
物
）

生
ご
み
・
紙
類
・

か
ん
・
び
ん
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト

ル
等

Ｂ
類
（

Ａ
類
か
ら
生
ご
み
を

除
い
た
も
の
）

Ｄ
類
（

浄
化
槽
を
清
掃
し
た

際
に
生
じ
る
汚
泥
に
限
る
）

積替保管施設の
所在地及び面積

許可の条件

北九州市 ● 北九一廃　第０４９号 ●

● ●●

一般廃棄物収集運搬業 許可項目（事業の範囲）

●● ● ●

令和3年　7月　8日

令和3年　２月２６日

令和5年　２月２５日

●第０３５０００７４９４３ ● ●

●

● ● ●●

● ●

令和２年　6月　2日

令和9年　6月　１日
● ●

● ●

福岡県
令和3年　5月18日

第０４０２００７４９４３
令和8年　5月17日

産業廃棄物処分業

北九州市
令和2年　6月　8日

許可項目（事業の範囲） その他

動植物性残さ

第０７６２００７４９４３ 廃プラスチック類
破砕 4.8ｔ/日（8時間）

令和9年　6月　7日 圧縮
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（有限会社　アリタサービス）

３．当年度及び中期環境目標

当社は、エコアクション２１を構築し、平成１８年６月から環境活動に取組んできた。

Ｒ４年度（R３年１０月～Ｒ４年９月）の運用期間の目標は以下の通りである。

二酸化炭素排出量の削減

購入電力量の節減

軽油

ガソリン

LPG

重油A

廃棄物排出量の削減

収集運搬車の長寿命化を図る

廃プラスチック

処理効率

水使用量の節水

従業員への環境教育

備考：（　　　　）内は、R２年度実績ベースとして削減率を示す。

※二酸化炭素・電力・LPG・重油AはR3年度実績ベースとして削減率を示す。

※電力の排出係数は新出光のR1年度の0.523を用いた。

※八女工場の電力の排出係数は九州電力の2020年度0.479を用いた。

※化学物質は使用していない。

※水使用量は共用使用の為目標値は設定していない。

売上あたり 21.236以下 21.021以下 20.807以下

（㎏/百万円） （1％） （2％） （3％）

（3％）

１件以内１件以内 １件以内

突発故障

― ―

節水活動

―

時間あたり

件

（2％） （3％）（ｔ／ｈ）

0.45以上

突発故障

（3％） （3％）

―

節水活動 節水活動

突発故障

0.45以上 0.45以上

―

売上あたり

（2％）

―

（2％） （3％）

266.6以下

（3％） （3％）

（㎏/百万円）

（年度：１０月～翌年９月）

（3％）

651.7以下 645.2以下 638.6以下

Ｒ６年度

回数 １回/毎月 １回/毎月 １回/毎月

（L/百万円）

（1％）

15.2以下 15.0以下 15.0以下

（1％）

（2％）

売上あたり

（3％）

中期

2238.5以下 2215.6以下売上あたり

（2％）

415.0以下

263.9以下 261.2以下

環境経営目標

（1％）

売上あたり

（㎏‐CO2/百万円）

（L/百万円）

（2％）

Ｒ４年度

売上あたり

（ｋｗｈ/百万円）

419.2以下

当年度
単位

415.0以下

2261.3以下

Ｒ５年度

７／１５



（有限会社　アリタサービス）

４．主要な環境活動計画の内容

４－１　二酸化炭素排出量削減のための取組

　（１）電力使用量の節減

①不要電力消費抑制（昼休みに事務所の電気を切る）

②不要電力消費抑制（不在時、帰宅時の電気の切り忘れ確認）

③照明及び電気機器は省エネタイプ導入の検討

④エアコンの設定温度を決め実行する（冷房２８℃・暖房２５℃）

⑤残業時の不要な照明の消灯

　（２）軽油使用量の削減　（2％）

①ごみ送り用回転板の空回し禁止

②エコドライブを実行（急発進・空ぶかし禁止）

③出発前の不要な暖気運転の禁止

④制限速度を厳守し、無駄のない回収ルートの見直し

⑤積載オーバーをしない

⑥不必要な物は積載せず、極力軽くして走行する

⑦タイヤの空気圧を適正に保つ

⑧エアークリーナー・燃料フィルターのつまり点検

⑨全車にドライブレコーダーを搭載

　（３）ガソリン使用量の削減　（2％）

①エコドライブ実行（急発進・急加速・空ぶかし禁止）

　（４）LPG使用量の削減　（1％）

①こまめに電源を切る（不在時、帰宅時の電源の切り忘れ確認）

②給湯器の設定温度を決め実行する

　（５）重油A使用量の削減　（1％）

①乾燥機の空焚きを防ぐ。
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（有限会社　アリタサービス）

４－２　廃棄物排出量削減のための取組

　（１）廃棄物の削減

①事務所にて発生するコピー用紙の再使用・リサイクル実行

②廃棄物の分別実行（可燃物・資源物・古紙）

　（２）突発故障の削減　（１件以内）

①収集運搬車の長寿命化（車両点検表に基づき確実な点検により

　　故障の予防を図る）

②毎日乗車前点検として、タイヤ、オイル、ラジエター、回転板の点検実施

③月に一度、定期点検（１５日締め）の実施（各車両点検チェックシート使用）

④車両各一台ずつ担当責任者を決め責任を持って対応する

　（３）廃プラスチック処理効率ＵＰ　（２％）

①稼働率をあげる

②停止時間を減らす

４－３　水使用量の節水の取組

　（１）水使用量の節水

　 ①節水活動の推進

②洗車方法の見直し（バケツ等を使用し、毎月１回車両に

　　　　　　　　　　　　ワックスをかけ、汚れにくくしておく。）

③蛇口の閉め忘れ防止

④洗車用として高圧洗浄機を使用する。

４－４　環境教育の取組

　（１）環境教育を行う　（１回／毎月）

①収集運搬においての知識を高める

②環境法等の勉強会

③顧客への接し方マナー

④中間処理業においての知識を高める
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（有限会社　アリタサービス）

５．環境活動の取組実績及びその評価、

　並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

【　実　績　】

二酸化炭素排出量削減

電気使用量の節減

軽油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

ＬＰＧ使用量の削減

重油A使用量の削減

廃棄物排出量の削減

廃プラスチック処理効率

水使用量の節水

従業員への環境教育

【　評　価　】

◆　二酸化炭素の排出量の推移（㎏－CO2/百万円）

129%

0.45以上 136%0.61

突破故障/件 １件以内 達成

ｔ／時間

達成㎥／百万円

419.2以下 112%

ℓ／百万円 15.2以下

373.8

㎏／百万円 21.236以下 16.4

令和４年度（R３年10月～R４年9月）における目標に対する実績はつぎのとおりであった。

目標 単位
R４年度

目標
目標達成率

ℓ／百万円 266.6以下

０件

R4年度
実績

㎏‐CO2／百万円 2261.3以下

9.1

ℓ／百万円

二酸化炭素総排出量 ㎏‐CO2 ―1,481,104.2

629.0

112%

kwh／百万円

2,016.7

★二酸化炭素排出量の目標達成率112％で目標をかなり達成出来た。全員の活動の結果である。
今後もしっかり取組んでいく。

収集運搬車の長寿命化を図る

回数 １回／毎月 達成

節水活動

651.7以下 104%

250.3 107%

167%

１回／毎月実施された

適切に実施された

0
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【　評　価　】

◆　軽油総使用量の推移（㎏-CO2）

◆　売上げ高当たりの軽油使用量の推移（ℓ/百万円）

◆ガソリン使用量の削減

◆電気使用量の削減

★電気使用量の目標設定は工場のみとしている 。昼間は電気を消して天窓から入る光
を使用したり節電している。

★ガソリンの使用量については、エコドライブを実行した。エコドライブをより一層心
がけていく。

★全車にドライブレコーダーを搭載し、急発進・急ブレーキ・急ハンドル・急挙動・速
度オーバー等があれば事務所に通知がある為、ドライバー一人1人がエコ運転を一層心
がけるようになり、意識の向上につながっていると思われる。
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【　評　価　】

◆　廃プラスチック　処理効率（ｔ/時間）

◆　水使用の節水

★水使用は共用使用の為、その管理はできない。従って節水活動として、トラックの洗
車時にバケツに水を溜めたり、高圧洗浄機を使用して取組んだ。今後も活動を維持継続
していく。

★廃プラスチック処理効率UPの目標を設定し取組んだ。稼働率をあげる為、ホッパー
内が空っぽにならないように材料投入口にミラーを付け、常にホッパー内が監視できる
ようにした。処理効率は以前の機会に比べるとかなりUPしているので今後も搬入量を
増やし、処理効率UPを目指し活動を取組んでいく。
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圧縮機
破砕した廃プラスチックを圧縮機に投入し圧縮します。圧
縮されたキューブをガゼット袋に入れます。
圧縮機は、1日あたり16.9トンの処理能力があります。

梱包
ガゼット袋に入れたキューブをさらに全面包装して、廃プ
ラスチックの飛散を防止します。

保管・出荷
圧縮された廃プラスチックキューブを保管場所に適正量を
保管します。保管されたキューブは定期的にセメント工場
へ燃料として搬入されます。

破 砕 処 理 工 程 の 活 動 状 況

★破砕処理工場の処理効率UPを目標に取り入れて活動をしている。機械入れ替え
後から処理スピードがあがり効率が良くなった。機械メンテナンスをグリス差しは
２週間に１回、刃にの交換を年に１回（６月）に行い、突発的な故障を防いでい
る。また美観を保つ為、毎日作業後は工場内に高圧洗浄機をかけ清掃を徹底し臭い
を防ぎ、リフトの洗車を２週間に１回必ず行っている。

原料ピット
排出事業者様から回収した廃プラスチックをピットに搬入
し、金属片や異物を取り除きます。ピットは常に清掃を実
施し、臭気対策も万全です。

破砕機
異物などを取り除いた、廃プラスチックを破砕機に投入
し、細かく破砕します。
破砕機は、1日あたり4.8トンの処理能力があります。

ベルトコンベアー
破砕した廃プラスチックを圧縮機へ運びます。破砕機から
圧縮機までの距離を短くしましたが、幅を拡げ、一度に多
くの廃プラスチックを運ぶことが出来る。

０２

０４０３

０５ ０６
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食 品 リ サ イ ク ル 処 理 工 程 の 活 動 状 況

排出事業様からの食品残渣をアリタサービスが収集し、自社飼料化プラントにて破
袋・乾燥・充填・粉砕をして、鶏や豚の配合飼料としてリサイクルします。製品化
したを検品し、商社や飼料メーカー様へ出荷し、最終的には畜産農家様へ出荷され
ます。

排出事業者様から製品を収集 自社物流トラックにて運搬

自社工場で畜産向け飼料に加工処理 配合飼料サイズ分け

飼料製品充填 飼料メーカー様へ出荷・飼料メーカー様にて配合
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６．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

・当社の事業活動に適用されている環境関連法規等について遵守状況を

　確認した結果、違反はありませんでした。

　なお、関係当局より違反の指摘は、過去ありませんでした。

7.代表者による全体の評価と見直し・指示

・R3年４月より八女市に食品リサイクル施設を開設した。

主に食品廃棄物をエコフィードとして再生利用して、食品廃棄の削減だけでなく、

循環型社会の構築の実現を目指します。

エコフィードとは、食品残さ等を利用して製造された飼料です。

今後は廃棄されてきた食品廃棄物を再資源化し廃棄物の発生を削減する

ことで社会へ貢献できると考えております。

騒音規制法 〇

消防法 〇

法律名称 遵守状況

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 〇

振動規制法 〇

１５／１５


